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今
月
号
の
主
な
内
容

●町 報

． 肱JII 町人事異動・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・• 4 ~ 5 

• 町議会 3 月定例会・・・・・・・・・・・ ・・・ ・ ・・・・.. 6-9 

・山鳥坂ダムに関して...…...…...・・・10~11

●公民館報

・体育協会活動計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

•新しく赴任された先生のご紹介…14-15

●社協だより

•平成16年度事業計画等のお知らせ……18

町民の動き

人口

男

女

・・・3,091人 (-16)

・・・1,476人(- 6) 

... 1,615人 (-10)

世帯数
…1,083世帯(-7) 

（平成16年3月31日現在）

町
内
各
幼
稚
園
、
小
学
校
で

4
月
8
日
、
入
園
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
野
幼
稚
園
に
は
元
気
な
男
の
子
3
人
が
入
園
し
ま
し
た
。
9
日
に
は
初
め

て
の
給
食
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
朝
か
ら
み
ん
な
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
3
人
は
椅
子
に
座
っ
て
、
お
に
い
さ
ん
、
お
ね
え
さ
ん
た
ち
が
、

ご
は
ん
や
お
か
ず
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
を
じ
っ
と
見
て
い
る
ば
か
り
。
よ

う
や
く
全
部
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
の
ご
あ
い
さ
つ
。

―

お
口
い
っ
ば
い
ほ
お
ば
っ
て
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
し
た
。
い
っ
ぱ
い
い

つ
ば
い
食
べ
て
大
き
く
な
ー

れ
”
~
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今
旅
只
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r/
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呆

匂

永

ぎ
にわ
たり
旅
念
反
”

窃
杓
光
感
嚢
及
び
柱
民
枯
衿

向

合
尽`
さ
11
蒻

似
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1
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

胃
）

神
井
悪
一
郎
氏

（大
和
）

肱
川
町
議
会
議
員
と
し
て

30
年

の
永
き
に
わ
た
リ
、
議
会
制
度
の

高
揚
、
地
域
の
振
興
及
び
、
住
民

福
祉
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に

よ
リ
、
平
成

16
年

2
月
19
日
開
催

の
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会
の
席
上
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

こ
。

t
 

合
後
と
も
、
地
方
自
治
の
発
展

に
ご
尽
力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平
成

15
年
度
の
肱
川
町
俳
句
大

会
で
大
賞
を
受
賞
し
た
句
碑
の
除

幕
式
が

3
月
13
日
、
鹿
野
川
園
地

の
句
碑
の
道
で
開
催
さ
れ
ま
し

こ
。

t
 

式
に
は
、
作
者
で
あ
る
大
潤
市

の
森
本
節
子
さ
ん
ご
夫
妻
を
は
じ

め
25
人
が
参
加
し
、
肱
川
町
文
化

協
会
会
長
の
河
野
美
治
氏
の
吟
に

合
わ
せ
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
建
立
に
よ
リ
、
句
碑
の
道
の

句
碑
は

17
基
と
な
リ
ま
す
。

地
方
自
治
に
功
労

[
 

文
楽
人
形
を
巧
み
に
操
る
中
塚
さ
ん

地域文化の振興に貢献

中塚忠氏（久保） に表彰状 り
平
成

16
年

3
月
1
日
、
「
地
域
に
お
け
る

伝
統
文
化
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ

た
」
と
認
め
ら
れ
、
財
団
法
人
伝
統
文
化
活

性
化
国
民
協
会

（平
山
郁
夫
会
長
）
か
ら
大

谷
文
楽
保
存
会
座
長
の
中
塚
忠
氏
に
表
彰
状

と
記
念
000
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
中
塚
さ
ん

は
、
昭
和
34
年
大
谷
文
楽
保
存
会
に
入
会
以

来

46
年
閻
、
永
年
に
わ
た
リ
文
楽
の
技
術
を

磨
く
と
と
も
に
伝
統
文
化
で
あ
る
文
楽
の
普

及
と
後
継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
顕
著
な

業
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
文
化
の
振
興
と
伝
統
文
化
の
保
存
伝
承

に
ご
活
躍
＜

だ
さ
い
ま
す

よ
う
期
待
い

た
し
ま
す
。

中

塚

忠

殿

、J

ぁ
だ
た
は
多
年
怜
合
伝
隻
化
の

、r

•
文
・

活
性
侭
尽
力
し
地
斌
文
岱
振
喪

―-

叢

哀
砲
者
な
功
績
を
呑
げ
・
れ
ま
し
た
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四季の歌メドレー他 （カト レア ・涼風）

豊島餅つき唄 （肱川中央輪の会）

四
囮
回
面
塁
困
国

文
化
芸
能
発
表
会
が
、

3

月
14
日
⑰
風
の
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

町
議
会
議
長
、
教
育
長
の
出

席
を
い
た
だ
き
、
会
員
に
よ

る
吟
詠
、
舞
踊
、
太
鼓
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。
出
演
グ
ル
ー
プ

15
団
体
、

町
内
外
か
ら

1
5
0
人
の
参

加
が
あ
り
、
会
員
た
ち
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
思
う
存

分
に
表
現
し
、
各
団
体
や
会

員
同
士
の
交
流
を
よ
り
一
層

趣
味
い
き
い
き

文
化
芸
能
発
表
会

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
発
表
会
終
了
後
、

お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
観
客
や
出
演
者
に
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「趣
味
い

き
い
き」

、
み

な
さ
ん
も
何
か
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

●●●●● 日々の練習の成果を本番で… ●●●●●

_こ ふ 亀

艶歌他 （一声会）

瞼の母 （寿光会）

嗚門馬子唄ばやし

（肱川民謡クラブ）

日本の歌メドレー （大洲吟詠会岩谷支部）

姉子もさ ・夫婦坂etc…
（三絃クラブ）

遊鼓の祭り （一声会）
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（平成16年4月12日現在）
11肱川町人事異副

町 長 大野 和

課
長

森

吉
満

所
長

松
本

善

所
長
補
佐

池

田

悦

子

三
セ
ク
担
当

係 商
工
観
光

係
長

農
林
振
興

係
長

保
育
所

ぼ
っ
ぽ
園

介
護
事
業

係
長

徳

本

幹

寿

山

本

裕

之

課
長

上

岡

時

子

課
長
補
佐

金
野
た
み
子

課
長

北

川

敬

恒

課
長
補
佐

冨

永

廣

次

中
野
富
士
雄

総
務
課
付

課

長

課
長
補
佐

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
）

畦

崎

和

男

高

田

栄

治

課
長

岡
村

清
利

肱
川
町
議
会

．
 

事
務
局
長

肱
川
町
は
、

（
清
水
萬
喜
男

・
片
山

（
堀
内
保
宏
）

財
政
係
長

兼

藤

原

敏
広
・
併
沖
田

河
内
由
美
子

中

野

安

孝

・
金

野

和

江

・
兵

頭

重

美

清
水
カ
ッ
コ

・
山

内

雅

子

・

石

河

敬

子

（
椿
本
和
子
・
今
宮
祐
美
・
河
野
一
也
）

幸
恵
・
久
保
伸
子
・
谷
岡
笑
子

・
大
塚

佳
代
・
兵
頭
美
登
里
（
坪
井
友
江
）

徳
本
真
由
美
・
谷
本

三
好

松
岡

英
里
•

井
脇

一
郎

・
山
内

孝
史

真
理

理
恵

土

井

健

司

兼

上

岡

時

子

介
護
保
険

係
長

健
康
福
祉

係
長

中

岡

稲

生

上

田

初

美

・
菊
池

（
山
田
天
洋
）

松
森
智
治

•

宮
田

光

清
美

・
稲

田

瑠

美

兼
金
野
た
み
子

国
保
年
金

係
長

環
境
衛
生

係
長

西

田

幸

夫

兼

冨

永

廣

次

戸
籍
住
民

係
長

課
長
補
佐

税
務
係
長

飛

野

澄

子

併

三

瀬

併

和

氣

課
長
補
佐

栄健

課
長
補
佐

藤

原

貴

兵
頭

浩
次

中

川

直

美

・
東

誠

幸

地

域

振

興

係

長

新

実

雄

（広
報
公
聴
）

併

沖

田

修――

・
併

冨

永

責

総
務
係
長

藤

原

優

勝

櫻

田

和

明

丁

上

事

務

局

長

補

佐

東

員

理

山

田

典

弘

・

村

田

学

・

松

本

芳

典

（
福
山
健
詞
・
出
水
邦
子
）

肱
川
町
課
設
置
条
例
の
制
定
、
公
民
館
の
設
置
に
伴
い
、

4
月

1
日
付
で
機
構
改
革

・
人
事
異
動
を
行

い
、
新
体
制
で
出
発
し
ま
し
た
。

哲
成

2004.4 I 4 



肱川町行政機構図

一
社
会
福
祉
協
議
会

農
業
委
員
会

教育委員会

一
事
務
局
長

沖
野
晃
己

丁
~
係
長

事

務

局

長

兼

森

吉
満

館
長

源

田

政

幸

館
長

兼

植

木

光

雄

兼

植

木

光

雄

和
氣

農
政
係
長

橋
本

三
瀬

館
長
補
佐

（予
子
林
担
当
）

館
長
補
佐

（岩
谷
担
当
）

和
氣

栄

館
長

健

課
長

植

木

光

雄

課
長

兼

片

山

政

治

課
長
補
佐

二

虹

峠

[

[

会

計

室

L
酎

代
理
者

今

宮

雅

司

課
長

藤

高

茂

治

沖

田

敏

広

係
長

（正
山
担
当
）

社
会
体
育

係
長

冨

永

幸

広

社
会
教
育

係
長

重
岡
美
須
寿

宮
田
千
代
子

｀
 

城
戸
み
ち
子

豊
子
「
|

]
＇

（
上
川
定
子

・
中
野
一
二
津
穂
・
沖
野
亀
代
子
）

石
家

圭
目

.. I
 

学
校
教
育

係
長

出

水

文

子

（
大
谷
）

所
長

和
氣

哲
弘

係
長

兵

頭

学

飛
野
弘
幸
「
—

一
室
長
補
佐
松

本

隆

寿

水
道
係
長

山

本

晃

建
設
係
長

大
井

章
裕

山
田
広
志
（
冨
永

勲
・
金
野
玲
子
）

（
中
野
直
美
）

（
大
谷
担
当
）
沖
田
修

（
本
門
昭
子
）

修
ニ

・
兼

冨

永

（
中
央
担
当
）
冨
永

哲
成

兼

沖

田

哲
成

県
派
遣
社
教
主
事

小

川

幸

雄

予
子
林
小

上

田

智

子

（
冨
永

泰
江
）

（
中
野
）
久
保
田
仁
美
（
浅
井
真
由
美
）

（
正
山
）
堀
川
千
賀
子
（
丸
川
佐
和
子
）

（
予
子
林
）
上
野
順
子

冨
永
清
輝

•

宮
田
鈴
子
・
沖
野
由
美
子

細
川
純
子
）

一
岩
仲
美
佳

白
岩

友
和

・
智
葉
寿
美
恵

金

田

大

輔

・
三
瀬
奈
津
江

（

新

山

進

・
門

多

時

男

・
上
田

坪
田
和
義
）

沖

野

恵

三

正
義
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平
成
16
年
肱
川
町
議
会

3
月
定
例
会
が
、

3
月
10
日
か
ら
12
日
ま

で
の
3
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
肱
川
町

課
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
平
成
16
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

及
び
特
別
会
計
当
初
予
算

7
件
な
ど
の
議
案
24
件
と
、
最
終
日
に
追

加
提
案
さ
れ
た
「
助
役
を
置
か
な
い
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
議

案
1
件
、
及
び
議
員
提
出
の
「
河
川
整
備
計
画
策
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
16
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影

響
を
受
け
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
に
あ
り
な
が
ら
も
、
合
併
後

の
存
在
感
あ
る
肱
川
住
民
自
治
の
基
礎
固
め
を
進
め
る
た
め
、
諸
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
上
小
薮
集
会
所
整
備
、
消
防
団
第

5
分

団
詰
所
整
備
、
未
登
記
町
道
の
登
記
業
務
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

行
動
計
画
の
策
定
、
環
境
調
和
型
の
愛
媛
畜
産
確
立
事
業
の
実
施
、

水
源
地
域
再
建
計
画
策
定
事
業
の
実
施
等
を
重
点
施
策
と
し
て
い
ま

す
。

町
長
所
信
表
明

平
成
16
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
リ

ま
し
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
が
就
任
い
た
し
ま
し
て
既
に

4

ヵ
月
に
な
ろ
う
と
し
て
お
リ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
リ
私
の
任
期
は
本
年

町議会 3月定例 会

末
ま
で
で
あ
リ
、
13
ヵ
月
で
あ
リ
ま

す
か
ら
、
こ
の

4
ヵ
月
は
非
常
に
貴

重
な
期
間
、
時
周
で
あ
リ
ま
し
た
。

合
併
の
こ
と
も
あ
リ
、

一
日
も
早
く

助
役

・
収
入
役
を
選
任
し
、
人
事
体

制
を
整
え
て
諸
案
件
に
対
処
し
て
い

か
ね
ば
と
思
い
続
け
て
ま
い
リ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
3
月
8
日
臨

時
議
会
に
お
い
て
も
選
任
同
意
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
人
事
は

天
の
声
と
常
々
言
っ
て
ま
い
リ
ま
し

た
。
職
員
は
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
人
事
の
根
回
し
な
ど
は
一
切

い
た
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
助
役

・
収
入
役
の
要
職
者

肱
川
町
に
助
役
を
置
か
な
い
条
例
制
定

を
選
任
す
る
案
件
を
変
更
し
た
リ
、

差
し
替
え
た
リ
す
る
よ
う
な
こ
と
は

出
来
る
は
ず
も
あ
リ
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
い
た
し
ま
す
と
将
来

に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
議
決
さ
れ
た
も
の

も
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
閉
庁
の
日
、
合
併
の
期
日

も
接
近
し
て
き
て
お
リ
ま
す
。
平
和

円
満
な
町
の
姿
を
つ
く
っ
て
そ
の
日

を
迎
え
る
こ
と
は
執
行
、
議
会
共

同
の
責
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
、
行
き
詰
ま
リ
の
状
況
を
転
換
で

き
る
方
法
は
、
議
員
各
位
の
雅
置
に

す
が
る
以
外
は
な
い
と
考
え
、
ひ
た

す
ら
お
顆
い
を
し
て
ま
い
リ
ま
し
た

が
解
決
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
議
論

を
続
け
て
い
る
い
と
ま
は
あ
リ
ま
せ

ん
の
で
終
止
符
を
打
つ
こ
と
と
い
た

し
ま
す
。
最
終
日
に
助
役
・
収
入
役

を
置
か
な
い
条
例
を
上
程
し
ま
す
。

責
任
を
甲
確
に
し
て
、
残
リ
ま
す
期

間
を
町
長
の
全
責
任
で
や
っ
て
ま
い

リ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
リ

ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
不
徳
の
い
た

す
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
。
誠
に
申
し

訳
な
く
町
民
各
位
に
深
く
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

肱
川
町
は
今
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

を
抱
え
て
お
リ
ま
す
。
合
併
周
頴
も

協
議
会
を
後
4
回
残
す
の
み
に
な
っ

て
お
リ
ま
す
が
、
日
を
経
る
に
つ
け
、

合
併
の
接
近
に
つ
け
、
私
の
不
安
は

次
第
に
増
幅
し
て
く
る
よ
う
な
感
を

覚
え
て
お
リ
ま
す
。
今
回
、
提
案
を

し
て
お
リ
ま
す
肱
川
町
課
設
置
条
例

の
制
定
に
し
ま
し
て
も
、
朝
令
暮
改

に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
変
え
な
い
で
済
む
も

の
は
変
え
ず
、
改
め
る
も
の
は
改
め

た
い
と
い
っ
た
考
え
で
検
討
を
し
て

お
リ
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
間
が
な

い
、
合
併
後
の
肱
川
と
い
う
考
え
方

に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
ふ
う
な
思
い
が
し
き
リ
に
し

て
ま
い
リ
ま
し
た
の
で
、
今
回
も
そ

う
い
う
観
点
に
立
っ
て
一
部
考
え
方

を
入
れ
て
お
リ
ま
す
が
、
こ
れ
を
合

併
ま
で
に
合
一
度
改
正
を
い
た
し
ま

し
て
、
合
併
後
の
肱
川
の
こ
と
を
中

心
に
し
た
課
に
、
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
の
お
考
え
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
い

ろ
い
ろ
合
併
に
伴
い
ま
す
役
職
に
つ

い
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
あ
リ
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
の
ご
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
も
の
を

整
え
て
合
併
に
瞭
み
た
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
合
併
の

個
々
の
議
案
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
合
併
後
の
肱
川
の
地

域
振
興
体
制
、
ま
た
、
自
治
体
制
を

甲
確
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
だ
と
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思
っ
て
お
リ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
リ
ま
す
。

次
に
、
ダ
ム
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
ダ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私

が
退
任
い
た
し
ま
し
た

13
年
3
月
以

降
、
受
益
地
区
が
事
業
よ
リ
撤
退
し

分
水
事
業
が
な
く
な
リ
、
治
水
の
み

と
い
う
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
出
て

ま
い
リ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
経
過
の

中
に
も
問
題
点
が
多
々
あ
る
こ
と
を

感
じ
、
野
に
あ
っ
て
私
は
心
配
し
な

が
ら
眺
め
て
お
リ
ま
し
た
。
こ
の
た

び
責
任
あ
る
立
場
に
立
ち
ま
し
た
以

上
、
検
証
、
研
究
を
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
、
国
・
県
に
対
し
質

周
状
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
質
問

の
内
容
は
先
に
委
昌
会
で
お
配
リ
し

て
お
リ
ま
す
が
、

一
番
に
山
鳥
坂
ダ

ム
の
法
的
な
根
拠
に
つ
い
て
、
基
本

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
建
設
推
進

日
程
に
つ
い
て
、
治
水
事
業
に
つ
い

て
、
治
水
効
果
に
つ
い
て
、
受
け
入

れ
時
の
覚
書
き
に
つ
い
て
、
水
害
防

止
策
へ
の
疑
周
、
水
没
者
支
援
策
、

県
議
会
の
山
鳥
坂
ダ
ム
に
対
す
る
認

識
に
つ
い
て
、
付
替
道
路
、
鹿
野
川

ダ
ム
改
造
に
つ
い
て
、
そ
う
い
う
ふ

う
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ

疑
念
を
申
し
上
げ
ま
し
て
検
討
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
回
答
い
た
だ
い
て
お
リ
ま
す
。
し

か
し
、

一
気
に
解
決
と
い
う
わ
け
に

は
ま
い
リ
ま
せ
ん
。
再
度
の
検
討
、

国

．`
喋
の
す
リ
合
わ
せ
な
ど
を
し
て

も
ら
っ
て
お
リ
ま
す
。
勉
強
、
研
究

と
い
う
こ
と
で
あ
リ
ま
す
か
ら
こ
の

場
で
す
べ
て
ご
報
告
申
し
上
げ
る
こ

と
も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
月
末
ご
ろ
、

委
貝
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
説
甲
、

研
究
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
リ
ま
す
。

次
に
‘
簡
保
セ
ン
タ
ー
の
周
題
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
昭
和
47
年
に
簡
易

保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
が
当
町
に
設
置

さ
れ
、
今
日
ま
で
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
肱
川
町

と
し
ま
し
て
も
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
、

他
に
な
い
施
設
と
し
て
誇
リ
に
思
っ

て
お
リ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
で
縮
小
さ
れ
る
方
向
に

な
リ
、
2
月
末
で
営
業
中
止
、
3
月

末
閉
鎖
と
い
う
こ
と
に
な
リ
、
町
の

引
受
け
要
請
を
受
け
て
お
リ
ま
す
こ

と
は
ご
承
知
の
と
お
リ
で
あ
リ
ま
す
。

し
か
し
、
譲
渡
価
格
に
つ
い
て
の
提

示
金
額
が
あ
ま
リ
に
高
額
で
あ
リ
ま

す
の
で
決
断
に
至
っ
て
お
リ
ま
せ
ん
。

電
話
連
絡
な
ど
を
し
て
意
見
交
換
を

し
て
お
リ
ま
す
が
、
3
月
末
ま
で
に

は
最
後
の
提
案
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
話
が
ま
と

ま
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と

合
併
時
期
の
こ
と
も
あ
リ
、
時
間
が

．
あ
リ
ま
せ
ん
の
で
全
く
気
の
落
ち
着

か
ぬ
感
じ
が
し
て
お
リ
ま
す
。
利
用

方
法
、
対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
い
け

な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
早
く
解
決
、
合
意
に
至
る
よ

う
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
リ

ま
す
。

そ
の
他
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
商
題

等
も
固
め
て
い
く
必
要
が
あ
リ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
合
併
に
向
け
て
果
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
行
政
報
告
の
中
で
も
甲
し

上
げ
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
が
愛
し

て
や
ま
ぬ
肱
川
町
の
風
土
の
中
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て

ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

す
が
、
敦
育
、
福
祉
等
々
の
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
も
、

一
層
充
実
を
図
っ

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
々
の

個
々
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
と
思
い
ま

す
。
以
上
で
所
信
表
甲
を
終
わ
リ
ま

す
。

2
1
世
紀
は
人
間
と
自
然

（環
境
）
、

人
間
と
人
間
（
国
際
化
）

、
人
間
と
過

去

（
歴
史
、
伝
統
、
文
化
）
の

3
つ

の
結
び
合
い
が
重
視
さ
れ
、
特
に
農

の
時
代
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

米
国
で
の
牛
海
綿
状
脳
症

(
B
S
E
)

問
題
を
発
端
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
の

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
蔓
延
、
外
国
野

菜
の
残
留
農
薬
偽
装
表
示
、
無
登
録

農
薬
使
用
問
題
な
ど
、
食
の
安
全
性

に
関
わ
る
問
題
が
立
て
続
け
に
発
生

し
、
消
費
者
の
食
の
安
全
、
安
心
、

国
内
自
給
率
の
確
保
等
に
今
ほ
ど
関

心
が
高
ま
っ
て

い
る
時
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

「
フ
ー
ド
・
マ
イ
ル
ズ
」
つ
ま
り

農
産
物
が
生
産
者
か
ら
消
贅
者
に
届

食
の
安
全
、

に
つ
い
て

安
心
の
取
り
組
み

神
井
恵
一
郎
議
員

＇ 般

質

問

ワI広報ひじかわ 253号



く
ま
で
の
距
離
が
離
れ
る
ほ
ど
、
食

の
危
険
性
は
増
し
、
物
の
移
動
を
少

な
く
す
る
事
が
、
食
の
安
全
に
つ
な

が
る
わ
け
で
す
が
、

E
uを
始
め
先

進
国
で
は
自
給
率
1
0
0
％
の
国
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
自
給
率
4
0
％
と
、

外
国
か
ら
の
輸
入
農
産
物
に
依
存
し

て
い
る
我
が
国
で
は
安
全
性
の
確
保

は
難
し
く
、
今
、
消
費
者
は
ど
こ
で

誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
っ
た
食
べ

物
な
の
か
、
つ
ま
り
、
顔
の
見
え
る

範
囲
で
作
ら
れ
た
食
べ
物
を
求
め
て

お
り
、
そ
う
い
っ
た
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
各
地
で
地
産
地
消
（
身
土
不

二
）
運
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
町
で
も
地
域
の
自
立
と
再
生
の
道

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
道
の

駅
（
清
流
の
里
）
を
中
心
に
食
の
安

全
を
求
め
、
地
産
地
消
運
動
を
進
め

ら
れ
て
は
ど
う
か
。
町
当
局
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

〔
町
長
〕

ご
指
摘
の
と
お
リ
食
の
安
全
、
安

心
に
対
し
ま
す
周
題
は
身
近
な
周
題

と
し
て
、
今
、
大
き
な
関
心
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
。

地
産
地
消
は
、
昔
か
ら
当
た
リ
前

の
こ
と
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
続

い
て
き
て
い
た
わ
け
で
あ
リ
ま
す
が
、

最
近
は
地
球
の
果
て
か
ら
も
我
が
国

に
食
料
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
よ

山
口

う
な
、
誠
に
変
な
事
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お

リ
で
あ
リ
ま
し
て
、
私
も
非
常
に
残

念
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
道
の
駅
を
中
心
に
地
産
地
消

運
動
を
と
い
う
こ
と
で
あ
リ
ま
す
が
、

私
も
そ
の
と
お
リ
と
思
い
ま
す
。

1

9
0
余
名
の
野
菜
出
荷
組
合
の
皆
さ

ん
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
お
リ
ま

す
。
私
も
そ
の
一
貝
と
な
っ
て
お
リ

ま
し
て
、
今
年
も
所
得
申
告
を
い
た

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
元

産
品
で
販
売
を
し
て
い
く
と
い
う
道

の
駅
の
あ
リ
方
で
頑
張
っ
て
ま
い
リ

た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
が
、
な
か

な
か
、
言
う
は
易
く
、
実
行
は
難
し

い
面
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
敬

意
を
表
し
、
な
お
一
層
、

EBJ
も
一
体

と
な
っ
て
、
充
実
に
今
後
努
め
て
ま

い
リ
た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

吉
浩
議
員

来
年
1
月
に
合
併
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
え
り
も
町
と
の
交
流
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

ま
た
、
肱
川
会
に
つ
い
て
も
継
続

さ
れ
る
お
考
え
な
の
か
、
肱
川
会
に

は
補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
扱
い
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
お
つ
も
り
な
の

か
。
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

え
リ
も
町
と
は
、
平
成
9
年
9
月

26
日
に
、
え
リ
も
町
の
「
風
の
館
」

と
師
妹
館
提
携
を
実
施
し
て
以
来
、

中
学
生
に
よ
る
相
互
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
リ
、
え
リ
も

町
の
「
海
と
山
の
幸
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

）
」
等
、
活
発
な
交
流
活
動
を
続
け

て
ま
い
リ
ま
し
た
。
現
状
は
や
や
物

的
交
流
が
中
心
に
な
っ
て
き
て
お
リ

ま
す
が
、
今
後
、
人
的
、
物
的
交
流

を
見
直
し
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
し
、
先

ほ
ど
ご
提
言
が
あ
リ
ま
し
た
よ
う
な

新
し
い
形
で
の
交
流
、
こ
う
い
っ
た

ょ
う
な
こ
と
も
十
分
検
討
し
て
い
く

べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
で
は
、
こ
の

国
内
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
の
い
ろ

ん
な
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を
い
た

え
り
も
町
と
の
姉
妹
町
と
肱
川

会
に
つ
い
て

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

現
段
階
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
状

あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で

い
っ
て
、
新
市
で
ま
た
い
ろ
い
ろ
な

整
合
性
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
ふ
う

な
結
論
に
な
っ
て
お
リ
ま
す
の
で
、

従
来
同
様
な
交
流
が
図
れ
る
も
の
と

期
待
い
た
し
て
お
リ
ま
す
。

次
に
、
肱
川
会
に
つ
い
て
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
合
併

協
議
は
、
そ
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継

ぐ
事
に
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
リ
ま
す
の
で
、
各
地
区

肱
川
会
の
皆
さ
ん
に
も
、
お
話
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
。
補
助

金
に
つ
き
ま
し
て
も
継
続
の
方
向
で

詰
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま

す
。
肱
川
町
が
合
併
い
た
し
ま
し
て

も
、
ふ
る
さ
と
肱
川
は
残
リ
ま
す
。

懐
か
し
く
、
肱
川
会
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
心
の
糧
と
な
る
ふ
る
さ
と
づ
く

リ
に
わ
れ
わ
れ
は
励
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
肱
川
会
に
も
頑
張

っ
て
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
リ
ま
す
。
先
般
、
東
京
肱

川
会
に
参
加
し
た
こ
と
も
ご
報
告
し

ま
し
た
が
、
私
は
、
肱
川
会
の
特
別

会
員
に
加
入
を
す
る
と
い
う
こ
と
を

申
し
入
れ
て
帰
っ
て
ま
い
リ
ま
し
た
。

こ
れ
は
行
政
依
存
だ
け
で
は
、
交
流

も
難
し
い
わ
け
で
あ
リ
ま
し
て
、
や
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12
月
定
例
会
で

3
月
ま
で
に
は
勉

強
を
し
て
疑
念
を
払
拭
し
、
ダ
ム
建

設
に
関
係
し
て
方
向
を
出
す
と
発
言

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

疑
問
が
あ
っ
て
、
勉
強
を
さ
れ
た
の

．
か
を
説
明
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

今
後
も
慎
重
な
姿
勢
を
と
ら
れ
て
い

く
の

か
、
推
進
を
さ
れ
て
い
か
れ
る

の
か
、
明
快
な
答
弁
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

〔
町
長
〕

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
所
信
表
甲
の
中
で
申
し
上
げ
た

と
お
リ
で
あ
リ
ま
し
て
、
質
閤
内
容

に
つ
い
て
の
ご
説
甲
も
ま
だ
十
分
に

し
て
お
リ
ま
せ
ん
。
項
目
を
お
示
し

2

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
対
す
る
町

長
の
疑
念
に
つ
い
て

は
リ
民
間
交
流
が
定
型
化
し
て
い
く

と
い
う
努
力
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
他
の
肱
川
会
に
も
私
は

肱
川
町
が
合
併
し
ま
し
て
も
特
別
会

昂
に
な
っ
て
‘
で
き
る
限
リ
訪
周
を

し
て
、
交
流
を
図
っ
て
個
人
的
に
も

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

リ
ま
す
。
議
会
の
皆
様
方
も
ご
協
力

願
え
た
ら
と
期
待
を
い
た
す
次
第
で

あ
リ
ま
す
。

し
た
だ
け
で
あ
リ
ま
し
て
、
誠
に
申

し
訳
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

先
殿
ご
答
弁
し
て
お
リ
ま
し
た
よ
う

な
形
の
中
へ、

月
末
に
は
入
っ
て
ま

い
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
先

ほ
ど
の
所
信
表
唄
で
お
許
し
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
肱
川
町
に
助
役
を
置
か
な
い
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

助
役
を
置
か
ず
、
課
長
会
を
協
議
・
調
整
の
行
政
内
部
最
高
機
関
と
し
て
、
円
滑

な
行
政
執
行
を
行
う
も
の
と
し
た
。

◎
肱
川
町
課
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

合
併
関
係
市
町
村
と
の
組
織
機
構
調
整
を
図
る
と
共
に
、
円
滑
な
移
行
を
す
る

た
め
改
正
を
行
っ
た
。

◎
肱
川
町
公
民
館
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

社
会
教
育
の
振
興
と
、
住
民
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
公
民
館
を
設
置
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号）

既
定
の
予
算
か
ら
6
0
0
0
万
円
を
減
額
、
総
額
28
億

8
5
0
0
万
円
と
し
た
。

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
当
初
予
算

歳
入
歳
出
総
額
24
億

4
2
0
0
万
円

（前
年
度
24
億

4
0
0
0
万
円
）

•
第
1

分
団
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

(4
9
6

万
8

千
円
）

•
第
5

分
団
詰
所
整
備

(8
2
6

万
円
）

．
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
策
定
支
援
業
務

(83
万
2
千
円
）

•

水
源
林
整
備
事
業

(2
7
4

万
8

千
円
）

•
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

(1
5
1
4

万
1

千
円
）

・
中
山
間
地
域
総
合
整
侮
事
業

(3
千
万
円
）

．
基
盤
整
借
促
進
事
業
上
影
地
地
区
農
道
改
良

(5
0
6
0
万
円
）

・
上
小
薮
集
会
所
整
備

(1
0
0
1
万
円
）

・
歌
麿
館
版
画
購
入

(1
5
0
万
円
）

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算

総
額
2
億

9
0
0
0
万
円
（
前
年
度
2
億

7
8
8
0
万
円
）

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
老
人
保
健
特
別
会
計
当
初
予
算

総
額
4
億

7
2
0
0
万
円

（
前
年
度
4
億

8
3
6
0
万
円
）

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
当
初
予
算

総
額
2
0
0
万
円

（前
年
度
2
0
0
万
円
）

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
介
護
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算

総
額
2
億

4
4
0
0
万
円
（
前
年
度
2
億

3
0
8
0
万
円
）

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算

総
額
1
6
0
0
万
円
（
前
年
度
1
5
8
0
万
円
）

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
当
初
予
算

総
額
9
5
0
0
万
円

（前
年
度
8
2
0
0
万
円
）

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
商
業
集
積
施
設
管
理
特
別
会
計
当
初
予
算

総
額
3
1
0
万
円
（
前
年
度
3
1
0
万
円
）

町
議
会

3
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
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山
鳥
坂
ダ
ム
に
つ
い
て
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、
私
が
国
、
県
に
対
し
問

題
提
起
を
し
ま
し
た
経
繍
に
つ
い
て
は
議
会
の
所
信
表
明
で
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
誠
意
あ
る
対
応
を
賜
り
、
ダ
ム
の
正
常
な
評

価
、
世
論
喚
起
な
ど
に
努
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、

ダ
ム
の
持
つ
宿
命
的
課
題
に
つ
い
て
は
如
何
と
も
し
難
い
こ
と
で
す
し
、

技
術
、
行
政
の
仕
組
み
上
の
こ
と
で
解
決
さ
れ
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

質
問
内
容
、
回
答
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

①
ダ
ム
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て

分
水
受
益
者
の
事
業
撤
退
後
は
、

多
目
的
ダ
ム
の
根
拠
は
崩
れ
て
い
る

と
の
批
判
を
う
け
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て事

業
は
継
続
的
に
検
討
さ
れ
て
き

て
お
り
、
河
川
整
備
甚
本
計
画
と
い

っ
た
方
向
づ
け
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
計
画
決
定
後
は

「治
水
ダ
ム

」

と
し
て
推
進
さ
れ
る
。

「
水
資
源
特
別
措
置
法
」
の
適
用

に
つ
い
て
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の

で、

「水
源
地
域
の
再
建
」
に
努
力

し
た
い
。

②
基
本
計
画
に
つ
い
て

①
の
事
由
に
よ
り
、

は
廃
止
」
さ
れ
る
。

町

長

大

野

「
基
本
計
画

和

山
鳥
坂
ダ
ム
に
対
す
る

質
問
内
容
、
皿
答
の
概
要
報
告

③
山
鳥
坂
ダ
ム
の
現
時
点
で
の
推
進

日
程

河
川
整
備
計
画
が
決
定
し
た
ら
直

ち
に
取
り
組
む
が
、
環
境
影
響
評
価

法
に
よ
る
調
査
に
約

3
年
か
か
る
。

そ
の
間
に
用
地
調
査
、
付
替
道
路
設

計
な
ど
を
行
い
、
調
査
終
了
後
、
直

ち
に
建
設
に
と
り
か
か
り
た
い
。
水

没
地
域
住
民
の
生
活
再
建
対
策
に
つ

い
て
は

「可
能
な
限
り
配
慮
」
し
努

力
す
る
。

④
治
水
効
果
に
つ
い
て

山
鳥
坂
ダ
ム
の
治
水
効
果
に
つ
い

て

「流
域
面
積
の

5
.
3
％
で
、
大

洲
地
点
で
10ー

15cm
の
減
水
効
果
し

か
な
い

」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

「肱
川
河
口
を
広
げ
る
か
」
「
ダ
ム
以

外
に
洪
水
を
減
ら
す
方
法
は
な
い
」

こ
と
を
流
域
住
民
の
理
解
を
得
る
よ

う
努
力
さ
れ
た
い

。
効
果
の
な
い
、

感
謝
さ
れ
な
い
ダ
ム
な
ら
造
る
必
要

は
な
い
。

治
水
効
果
は
大
洲
地
点
で

4
0
0

3
m
/
S
で
、
「
建
設
は
不
可
欠
」
で
あ

る
。
「理
解
を
得
る
努
力
」
を
す
る
。

⑤
山
鳥
坂
ダ
ム
受
入
時
の
覚
書
に
つ

い
て

有
効
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
時

と
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

喝

図

整
備
計
画
策
定
後
検
討
す
る
。

撤
退
し
た
受
益
地
区
に
は

「原
因

者
と
し
て
の
責
任
」
が
あ
る
と
思
う

の
で
善
処
し
て
欲
し
い
。

「当
事
者
側
に
そ
の
よ
う
な
気
持

ち
が
全
く
な
く
残
念
で
あ
る
。
」

先
の
覚
書
が
無
効
で
あ
れ
ば
新
た

な
覚
書
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

「締
結
の
運
び
と
す
る
。
新
市
計

画
へ
も
盛
り
込
ま
れ
た
い
。」

⑥
水
害
防
止
策
へ
の
疑
問

「堤
防
と
鹿
野
川
ダ
ム
改
造
で
洪

水
は
防
げ
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

堤
防
で
洪
水
は
防
げ
な
い
と
思
う
。

引
堤
（
案
）
に
し
て
も
掘
削
（
案
）

に
し
て
も
洪
水
を
す
べ
て
河
道
へ
押

し
込
む
こ
と
は
理
屈
に
合
わ
な
い

。

内
水
も
外
水
も
水
は
常
に
水
平
で
あ

る
と
思
う
。

⑦
水
没
者
支
援
対
策
に
つ
い
て

「今
後
、
県
道
整
備
や
水
没
地
区

へ
の
対
応
な
ど
に
力
を
注
ぐ
」
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⑧
県
議
会
の
山
鳥
坂
ダ
ム
ヘ
の
認
識

に
つ
い
て

．

県
議
会
の
山
鳥
坂
ダ
ム
ヘ
の
考
え

方
、
姿
勢
を
明
確
に
お
出
し
い
た
だ

き
た
い
。

「
個
別
事
項
に
つ
い
て
議
会
が
国

ヘ
嬰
望
や
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

は
特
例
的
対
応
で
す
が
、
建
設
、
整

備
が
不
可
欠
と
の
立
場
で
具
体
的
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。」

⑨
付
替
県
道
に
つ
い
て

国
、
県
の
担
当
区
間
が
分
か
れ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

「
堤
高
が

1
7
m
低
く
な
っ
た
た
め

で
や
む
を
得
な
い
。」

⑩
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
造
に
つ
い
て

「
反
対
派
で
は
ダ
ム
の
全
容
積
を

洪
水
調
節
に
使
い
、
そ
の
こ
と
に
よ

る
ダ
ム
環
境
悪
化
に
は
肱
川
町
へ
補

償
す
る
」
な
ど
と
い
う
一
方
的
な
言

い
分
は
も
っ
て
の
ほ
か
と
考
え
る
。

「
ダ
ム
改
造
を
し
て
も
従
来
通
り

の
湖
面
利
用
が
出
来
る
よ
う
配
慮
し

て
、
運
用
水
位
を
考
慮
し
て
い
く
。」

゜

ーヽ／

以
上
が
質
疑
回
答
の
概
要
で
す
。

曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
変
化
し
な
が

ら
も
、
ダ
ム
計
画
は
継
続
さ
れ
進
ん

で
き
て
い
ま
す
。
町
が
長
年
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
や
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ

り
、
水
没
地
区
へ
ご
迷
惑
を
か
け
て

き
た
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
流
れ
を

否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
私
が
「
ダ
ム
中
止
の
原

因
者
に
な
り
た
く
な
い
」
と
申
し
た

こ
と
は
個
人
的
心
情
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
の
よ
う
な
事
由
に
せ
よ
、
も

し
万
一
、
ダ
ム
が
中
止
と
な
っ
た
時
、

そ
れ
が
肱
川
町
の
意
思
に
よ
る
原
因

で
そ
う
な
る
こ
と
は
、
将
来
の
た
め

避
け
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
苦
し
い
心
境
を
お
察
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

肱流苑ロビーの壁絵

`―} 、

肱流苑利用者が作成したかずらの作品展

肱流苑利用者が かずらで

かこ‘やリースを作りました

肱
川
町
は
、
平
成

5
年

6
月
か
ら
デ

イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平

成

12
年

4
月
以
降
も
介
護
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
人
を
対
象
に
「
生
き
が
い
デ

ィ
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
生
き
が
い
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
」

を
利
用
し
て
い
る
人
た
ち

94
人
が

1
月

か
ら

2
月
に
か
け
て
、
リ
ハ
ビ
リ
（
機

能
訓
練
）
を
兼
ね
た
作
業
と
し
て
、
か

ず
ら
を
使
っ
て
か
ご
や
リ
ー
ス
を
作
リ

ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
昔
を
思
い
出
し

な
が
ら
講
師
よ
リ
も
慣
れ
た
手
つ
き
で

上
手
に
か
ご
を
完
成
さ
せ
た
人
も
い
た

そ
う
で
す
。

11 I広報ひじかわ 253号



＾
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言
う
と
t

る

a"

9

省
叢
く

ど
す
よ
ろ

z‘
び

．
 

今
月
の
こ
と
ば

（
陽
春
院
参
道
）

農地に植林する場合や住宅を建設する場合には、農

地の転用手続きが必要ですが、国道沿いを除くほとん

どの肱川町の農地は、「肱川農業振興地域整備計画」

で 「農用地」に指定されています。農用地に指定され

た農地は、指定解除の手続きを行わなければ、転用申

請ができません。

行政相談所を開設します

時：平成16年5月6日（木）

13時30分～16時30分

場所：肱川町公民館

行政相談委員

氏名：角田和三

住所：肱川町大字宇和川

電話： 34-2743

相談例：道路、交通安全、登記、郵

便、消費生活、社会福祉、

公害、行政サービス改善

に関する意見・要望など

その他：相談は無料です。

秘密は固く守られます。

お気軽にお越しください。

日

図旭霧圃願麟⑮翁旱⑲饂」"

◎なぜ申請を急ぐのか？

今現在、市町村合併予定市町村にそれぞれ 「農業振

興地域整備計画」がありますが、合併が行われる平成

17年 1月11日には、それぞれあった 「農業振興地域整

備計画」が一つになるため、指定解除の手続中のもの

は市町村合併までに完了させなければなりません。

◎6月5日までに申請を

大変ご迷惑をおかけいたしますが、住宅建設や植林

など農地転用をご予定の方は、 6月5日までに農業委

員会へご相談ください。この期限を過ぎますと平成16

年中の転用は出来なくなりますので注意してくださ

い。市町村合併後は今までどおり申請を受け付けます。

◎連絡先◎

肱川町農業委員会匹 34-2311

「
未
来
へ
と

日
増
し
に
暖
か
く
な
る
に

つ
れ
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山

菜
採
り
な
ど
に
よ
る
入
山
者

が
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
時
期
は
、
空
気
が
乾

燥
し
風
の
強
い
日
が
多
く
、

一
年
の
う
ち
で
山
林
火
災
が

最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

゜
す

そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の

が
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や

集
め
焼
き
な
ど
の
不
始
末
に

よ
っ
て
起
こ
る
山
林
火
災
で

す
。
山
林
で
火
を
取
扱
う
場

合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

0
山
林
で
の
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
を
す
る
場
合
に

は
一
度
に
た
く
さ
ん
燃
や
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
や
た
き
火
を
す

る
と
き
は
、
水
バ
ケ
ツ
や
消

火
器
な
ど
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
や
た
き
火
を
す

る
と
き
は
監
視
人
を
置
き
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

0
気
象
状
況
に
注
意
し
、
風

の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
は
、
集
め
焼
き

な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ひ
き
つ
ぐ
森
で
す

火
の
用
心
」

山
林
火
災
の

防
止
に
つ
い
て

川上支署
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優

る

勝中野チーム

~~:,'~;, 

・ 
準優勝

肱
川
町
体
育
協
会
長
杯
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が

3
月
21
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
男
女
混
合
の
チ
ー
ム
編

成
に
よ
る
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

12
チ
ー
ム
も
参
加

が
あ
り
、
真
剣
勝
負
の
中
に
も
笑
い
声
が
出
る
な
ど
し
て

楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は
、
接
戦
の

末
、
中
野
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

体
育
協
会
長
杯
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

乞 34-2307
FAX 34-2878 

平成16年度 体育協会活動計画

大 会 名 開催 日 開催場所 備 考

第32回ソフトボールリーグ戦 5月6日～ 町民運動場 毎週月～金

少年キックベースボール大会 予備日なし

5月16日（日） 町民運動場 雨天の場合

親子グラウンドゴルフ大会 室内競技に変更

第25回町内クロッケー大会 6月6日（日） 町民運動場 予備日12日（土）

町内バレーボール大会 6月20日（日） トレセン 他

第12回町内グラウンドゴルフ大会 7月上旬 町民運動場

第13回町内レクリエーションバレーボール大会 7月11日（日） トレセン 他

第 2回肱川町自治大運動会 10月10日（日） 肱川中学校 予備日11日（月）

第22回健康マラソン大会

12月12日（日） 肱川中学校 予備日なし

第23回肱川駅伝大会

*8月22日（日）スポレク2004喜多郡大会 * 11月7日（日）・ 14日（日）スポレク2004愛媛県大会
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、
初
め
て
肱
川
町
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
に
早
く
慣
れ
、

「児

童
と
と
も
に
成
長
で
き
れ
ば
」

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

子

籾

恵

碍

千

門

葉

予校

智諭

任
教

頃

肱
川
町
は
、
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
、
人
情
豊
か
な
す
ば
ら

し
い
地
域
で
す
。
大
好
き
な
肱

川
町
で
、
ま
た
勤
務
で
き
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

校
庭
の
石
碑
「
美
風
伝
承
」

は
、
正
山
の
人
々
の
熱
い
思
い

や
夢
を
伝
え
ま
す
。
地
域
の
皆

様
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
教

職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
明
る
＜

楽
し
い
学
校
づ
く
り
に
努
力
し

ま
す
。

.t 

、.
L

』"

町
内
で
の
異
動
に
な
り
ま
し

た
。
環
境
が
変
わ
り
、
初
心
に

も
ど
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

教諭沖野雅夫

（前任校 中野小学校）

黄
色
い
菜
の
花
と
ピ
ン
ク
の

桜
で
い
っ
ぱ
い
の
肱
川
町
に
勤

務
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

っ
た
着
任
時
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一

大

谷

小

学

校

一
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↑
芦
．
ピ
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t

緑
豊
か
な
風
の
ま
ち
。
吹
く

風
の
新
し
さ
に
心
躍
ら
せ
「
誠

心
誠
意
」
を
倍
念
に
、
力
を
合

わ
せ
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

いしどめいさみ

教頭石止伊佐美

（前任校吉田中学校）

校長福桝妙子

（前任校程内小学校）

養護教諭吉岡 由紀

（前任校長田小学校）

正

山

小

学

校

肱
川
町
の
印
象
や
抱
負
な
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

正
家 庭では

子育ては、父親と母親の両方に責任があります。それ
ぞれがお互いを尊重し合い、人としての優しさ、暖かさ、
厳しさを持って一致協力して子育てを担っていくよう努
力することが必要です。

また、子育てに不安や悩みはつきものであり、特に最
初の子どもの場合には子育てに戸惑うことはよくあるこ
とですので、一人で悩まずに周囲の人や地域の様々な相
談機関等に相談することが大切です。そこで、普段から
開かれた家庭づくりに努め、困った時にはいつでも助け
合えるような関係を築いていくことや＇、子育てを支援す
る人たちの言葉に耳を傾けることも大事です。

さらに、公民館等では、乳幼児期や小学校低・中学年、
思春期など子どもの様々な発達段階についての理解や親
の関わり方などについての講座が開かれていますので、
こうした学習機会や地域の様々な子育てのネットワーク
を利用するのもよいでしょう。
また、平成11年度から乳幼児や小・中学生等のいる家

庭に配布されている家庭教育手帳や家庭教育ノートに

は、家庭での教育やしつけについて様々なヒントとなる
内容が盛り込まれていますので、夫婦で子育てについて
語り合う際に活用されてはいかがでしょうか。
子どもを育てる上では、過保護や過干渉、あるいは無

関心や放任といった極端な養育態度にならないよう心が
けていきましょう 。そして、子どもの発達段階に応じて
例えば次のようなことに気をつけていきましょう 。また
生涯にわたり健康で充実した生活を送るためには、食生
活も大変重要です。

〇乳幼児期
•しっかり抱きしめ、愛することが大切です。
•あいさつや早寝早起きなどの基本的な生活習慣を身
に付けさせることが大切です。
•読み聞かせもしてあげるといいでしょう 。

0小学校低・中学年
・自然とのふれ合いやお手伝いなどの生活体験が重要
です。

・異年齢の子どもとの集団での遊びが重要です。
0思春期

・子どもの話をじっくり聞くこと、子どもによく話し
かけることが重要です。

・自立を促し、手放しつつ見守ることが大切です。
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鹿
野
川
湖
畔
の
美
し
い
景
色

を
眺
め
な
が
ら
通
勤
し
て
い
ま

す
。
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

教諭中田博之

（前任校 五十崎小学校）

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
肱

川
町
で
勤
務
す
る
こ
と
を
、
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く

地
域
に
と
け
こ
み
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

教頭上杉 茂

（前任校 喜多小学校）

長
浜
か
ら
内
子
、
そ
し
て
肱

川
町
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
中
学
校
で
す
。
生
徒
や
保

護
者
、
地
域
に
早
く
と
け
込
み
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

教頭神綺利夫

（前任校立川小学校）

講師 日野こずえ

予

f
林

小

学

校
自
然
豊
か
な
肱
川
町
で
勤
務

で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
一

っ
―
つ
の

出
会
い
を
大
切
に
し
、
何
事
に

も
精

一
杯
取
り
組
み
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
で
き

る
生
徒
た
ち
に
さ
わ
や
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
「
我
以
外
皆
師
」

を
座
右
の
銘
と
し
て
、
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
肱

川
町
で
、
再
び
勤
務
で
き
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

教諭平田慶子
（前任校大洲北中学校）

教諭白石憲司

（前任校大瀬中学校）

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

結
婚
の
峙
、
家
柄
や
血
筋
、

あ
る
い
は
学
歴
や
職
業
な
ど

を
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

相
手
の
家
柄
や
血
筋
ば
か

リ
を
気
に
し
て
し
ま
う
と
相

手
の
本
当
の
姿
、
つ
ま
リ
、

相
手
の
人
間
性
や
人
格
を
見

誤
る
こ
と
に
な
リ
、
そ
の
こ

と
で
人
を
排
除
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
リ
ま
す
。
残
念
な

が
ら
こ
の
様
な
考
え
方
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
人
が
多
く
お

ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
リ

ま
す
。そ

の
―
つ
の
あ
ら
わ
れ
が

「
身
元
調
査
」
と
い
う
行
為

な
の
で
す
。
相
手
の
家
柄
や

血
筋
を
結
婚
の
条
件
と
思
っ

て
い
る
人
は
、
こ
の
こ
だ
わ

リ
か
ら
「
身
一
元
調
査
」
を
行

い
、
そ
の
「
身
元
調
査
」
に

ょ
っ
て
差
別
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
を
理
解
し
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
憲
法
で
は
「
婚
姻
は
両

性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て

成
立
し
（
省
略
）」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実

に
は
親
や
周
囲
の
人
た
ち

が
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
意
識
を

持
っ
て
い
る
た
め
に
結
婚
差

別
が
起
こ
る
例
が
、
現
在
で

も
多
く
あ
リ
ま
す
。

親
が
子
ど
も
の
幸
せ
を
願

う
の
は
当
然
で
す
し
、
周
リ

の
み
ん
な
も
幸
せ
を
願
つ
こ

と
も
十
分
理
解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
家
栴
や
血
筋
が
い

い
と
か
財
産
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
け
が
本
当
の
幸
せ
に

な
る
た
め
の
条
件
と
い
え
る

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、

も
っ
と
二
人
の
愛
情
の
深
さ

を
確
か
め
、
二
人
を
温
か
く

見
守
る
優
し
い
心
を
育
て
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す。

結
婚
に
お
け
る
差
別
意
識
に
つ
い
て

15 I広報ひじかわ 253号



平成16年度

農作業の雇用賃金等の目安表

項 目 金額

田植機 山田 9,000円
田植

(10 a当り） 沖田 7,000円

春田起こし 山田 10,000円
沖田区別なし

稲 トラクター (10a当り） 沖田 9,000円

しろかき (10a当り） 12,000円

作 稲刈り バインダー 9,000円

(10 a当り） コンバイン 16,000円

脱 穀（もみ 1俵あたり） 580円

もみすり（米 l俵あたり） 850円

ヵ甲 7,500円
一 般農作 業

女 5,500円

この金額はあくまでも甚準ですから、

人の能力差・地理的条件などを検討の上、

双方で適正な賃金を決定してください。

r-＇ こ協力ありがとうこさいました。

平成15年度 「ひじかわの森林を育む基金」 と 「緑の募

金」にお寄せいただいた募金は、次のとおりでした。ご

協力ありがとうございました。

もり

「ひじかわの森林を育む基金」総額 318,100円、

「緑の募金」総額 299,700円

●平成15年度「ひじかわの森林を育む基金」、「緑の募金」

事業実施状況

皆様からお寄せいただいた募金は、町内の緑化の推進

や森林整備など私たちの地域の緑の森を育てる活動に使

わせていただきました。

・ 「ひじかわの森林を育む基金」森林整備事業

大谷地区轟の滝周辺において落葉広葉樹（山モミジ

120本）の植栽をおこないました。

・ 「緑の募金」交付事業

名荷谷地区天体観測所まんてんの部屋固辺林地にお

いて広葉樹の植栽をおこないました。

（ヤマッツジ、 モジミ、ケヤキ、サクラ、ハナミズキ、

サザンカ、ドウダンツッジ 植栽本数 184本）

9-9 

I 
「ひ，，，じかわの森林を育む甚金」

と

「緑の券金」に

ご協力をお願いします。

4月1日から 5月31日まで「ひじかわの森林を育む

甚金」と 「緑の募金」運動が展開されます。

皆様からお寄せいただいた貴重な募金は、森林を守

り育てるため、緑化の推進や森林の整備など、緑の森

を育てる活動に使われています。この募金の趣旨をご

理解いただき、今年度も 「ひじかわの森林を育む基金」

と 「緑の募金」にご協力いただきますようお願いいた

します。

【遍動期間4月1日～5月3 日】 「ひじかわの森林を育む基金」

「緑の募金」目標額

目標額 289,500円、

263,000円

自
分
で
は
ま
だ
ま
だ
若

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
初
老
の
域
に
入
っ
た

な
と
認
識
を
得
て
い
ま
す
。

今
、
子
供
た
ち
は
卒
業
・

入
学
の
時
期
で
す
。
別
れ
、

出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
事

が
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
未
来
に
大
き
な
希
望

を
も
っ
て
は
つ
ら
っ
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
も
頑
張
ら
な
け

れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
…
。

と
こ
ろ
で
今
、
世
の
中
で
は
凶
悪

な
犯
罪
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
児
童

虐
待
、
た
だ
自
分
の
欲
望
の
ーた
め
の

殺
人
、
何
か
少
し
狂
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
す
。

私
の
若
か
り
し
頃
に
は
、
殺
人
を

す
れ
ば
死
刑
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。
今
は
何
故
無
い
の
で
し
ょ
う
。

私
は
、
あ
る
高
校
の
役
員
を
し
て

い
ま
す
。
「肱
川
の
子
供
は
部
活
で

も
勉
学
で
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
素
直
で
い
い
生
徒
た
ち
で
す
。
」

と
の
事
。
何
か
嬉
し
い
。

肱
川
の
未
来
を
背
負
っ
て
く
れ
る

子
供
た
ち
に
変
な
風
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
地
域
、
家
族
で
見
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

，ファインダー
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し（い 作
今年は、地球温暖化の時代に珍しく大雪が 2回も降って、椎茸の発生に好条件となり、特に

古ホダ木からの発生が多く、肱川町においては豊作の年となりそうです。 3月19日、名荷谷集

団ホダ場では、 6戸の椎茸生産者が、花が咲いたように発生した椎茸の収穫に大忙しでした。

今年は、発生が遅れ 2回目の市売が 3月29日開催されました。寒子、春子の上物が多く厚物、

薄物共に非常に強く、平均単価 4,678円の驚異的な相場となりました。

11.0,a■-ー員疇憎

霙`頌`ー―-．、
三生さんご家族（中居谷）

※乾椎茸の生産量の動向

一三ふ＊一

土居さん夫妻（汗生）

単位： t 

絹

令

ff34-2121 

＼ 昭和59年度 平成 5年度 平成12年度 平成15年度 平成20年度計画（目標）

全 国 12,000 9,300 5,200 3,500 8,000 

愛媛県 1,257 436 270 200 800 

肱川町 72 22 16 11 40 

※しいたけ産業の将来は明るい 10年後には平成15年度生産量の 4倍の増産が必要

乾椎茸の国内の消費量は、 13,000tあります。消費量の73%(9,500 t) は、中国からの輸入なのです。中国

の国内生産量は、 100,000tで菌床栽培がほとんどです。その内、約 1割の良品を日本に輸出している事にな

ります。

中国は現在、高度経済成長の真只中です。中国の人々は美食家で椎茸が大好物と聞きます。しかも、人口は

日本の10倍以上あり、近い将来椎茸を輸出するどころか、日本から味の良い日本産原木椎茸を輸入しなければ

ならなくなると予想されます。

平
成

15
年
度
か
ら
森
林
・
林
業
の
担
い

手
の
確
保
と
育
成
を
目
指
し
「
緑
の
雇
用

担
い
手
育
成
対
策
事
業
」
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
全
国
で

2
4
0
0
人
、
愛
媛
県
で
、

42
人
が
、

1
年
間
の
研
修
を
終
了
し
て
、

4
月
か
ら
本
格
的
に
伐
出
現
場
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、

業
し
ま
し
た
。

山
下
光
幸
さ
ん

(51
歳
）
肱
川
町
山
鳥
坂

白
石
智
基
さ
ん

(24
歳
）
大
洲
市
徳
森

山
首
博
行
さ
ん

(24
歳
）
大
洲
市
蔵
川

（
肱
川
町
の
山
で
活
躍
し
て
い
ま
す
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。）

和
気
昭
夫
班

3
人
が
卒

平
成

15
年
度
、
緑
の
雇
用
担
い
手
育
成

対
策
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

17 I森林組合だより



3
月
2
9
日
⑤
に
理
事
会
・

評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成

15
年
度
補
正
予
算
、
平
成
16

年
度
事
業
計
画
及
び
当
初
予

算
の
議
案
2
件
と
大
洲
喜
多

社
会
福
祉
協
議
会
合
併
関
係

の
報
告
事
項

8
件
を
提
出

し
、
全
議
案
と
報
告
事
項
に

つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
は
、

13
事
業
で
約

4
千

万
円
の
予
算
額
と
な
り
ま
し

た
。合

併
関
係
に
つ
い
て
は
、

大
洲
喜
多
社
会
福
祉
協
議
会

合
併
協
議
会
第
5
回
会
議
に

お
い
て
確
認
さ
れ
た
次
の
項

目
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し

た
。 一

r ヽ

平成16年度社協基本方針

社会福祉を巡る動きは、介護保

険の保険料、報酬の改訂や支援費

制度が導入され地域を取り巻く環

境が大きく変わる中で、少子高齢

化についても一層の進展が見込ま

れ、社会福祉の重要性はますます

高まってきています。

大洲喜多社会福祉協議会合併協

議も大詰めとなり、 7月には合併

調印と大変重要な節目の年とな

り、 4市町村社協並びに町との連

携を図りながら合併に向けて「肱

川地区社会福祉協議会」の設立準

備を行うとともに、地域住民に直

結した地域福祉サービスの充実を

目指して重点項目に掲げる事業の

強化 ・推進を図ることを基本方針

とする。
ヽ ノ

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た。
福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

•
新
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
の
位
〖
直
に
つ
い
て

•

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
に
つ
い
て

・
事
務
機
構
（
会
長
等
）
に
つ
い
て

・
事
務
機
構
（
事
務
局
機
構
）
に
つ
い
て

・
役
員
の
選
出
区
分
に
つ
い
て

•

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
に
つ
い
て

・
市
町
村
の
受
託
事
業
・
補
助
事
業
の
取
扱
に
つ
い
て

・
市
町
村
の
施
設
等
の
運
営
管
理
に
つ
い
て

事
業
計
画
及
び

当
初
予
算
の
承
認
に
つ
い
て

⑮ 

り
I 肱川町社会福祉協議会

匹 34-2312

協

生

安

川

哲

生

様

藤

野

原

藤

田

重

量

様

上

敷

水

和

氣

智

仁

様

_、、
c 

平成16年度 当初予算の概要

重点活動目標

(1) 居宅介護等事業の充実

(2)地域福祉活動の充実、強化

(3)低所得世帯の自立更生の援助

(4)青少年児童福祉活動の強化推進

(5) ボランティア活動の促進

(6) 心配ごと相談事業の推進

(7) 共同募金、歳末たすけあい募金

運動への協力強化

(8)福祉関係団体との連帯強化

(9)広報活動

経理区分 管理区分
経常収支

収入 支出

法人運営事業 5,024,000 4,135,000 

法人運営事業
助成事業 434,000 434,000 

広報啓発研究活動 106,000 106,000 

給食サービス事業 100,000 100,000 

委託・助成事業
心配ごと相談事業 198,000 148,000 

生活福祉資金貸付事業 60,000 60,000 

共同募金配分事業
地域一般甚本配分事業 998,000 998,000 

老人の広場事業 354,000 354,000 

居宅介護支援事業
居宅介護支援事業 14,001,000 11,939,000 

介護保険認定調査事業 400,000 400,000 

訪問介護支援事業
訪問介護事業 10,200,000 10,200,000 

身体障害者居宅介護事業 400,000 400,000 

まごころ銀行事業 まごころ銀行事業 10,458,000 10,458,000 

ムロ 計 42,733,000 39,732,000 

2004. 4 I 1s 



⑤OO＠初レンジ-

保健 衛 生 保健センター匹34-2340 5月の当直医

種別 日（耀） 1,了- 事

保母 12（水）乳幼 児 健 康 診 査

健子 13（木）ポ リオ予防接種

20（木）健 康 相 ＝＝ ロ火火

20（木）健 康 相 ＝目火火

21 ~ 健 康 相 ＝＝ ロ火火

21金）健 康 相 ＝西火し

老 24⑮) 健 康 相 ＝后火火

成 25侠） 健 康 相 談

人 25図 健 康 相 ＝呂火火

保 26（水）健 康 相 ＝＝ o火火

健 26（水）健 康 相 ＝西火＼ 

28~ 健 康 相 ＝呂火火

28金）健 康 相 ＝＝ D 火火

31（月）健康づくり料理敦室

31（月）健 康 相

燃やせないごみ

【収集日】 5月15日（土）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区］

小咄井・萩野尾・汗生

肱栄・小薮・大和

中 野・鹿野川・大谷地区

古紙収集日

5月19日（水）

＊当日の朝 7時までに

指定の場所へ

犬とねこの引取日

5月10日（月）・ 17日（月）

24日（月）• 31 日 （月 ）

＊当日の朝 10時までに

＝ロ＝火火

役場に連れてきてください。

19 I広報ひじかわ 253号

場 ・所 時 間
日（曜） 病院名 電話番号

2 （日）沢井耳鼻科医院 24-2510 
保健センター 13: 00~13: 30 

3 （月）東大洲城戸眠科医院 24-1010 
保健センター 13: 30~14: 00 

羽座谷集会所 9: 30~10: 20 
4侠） 大久保内科医院 26-1131 

中居谷集会所 10: 40~11 : 30 5 （水）浦 岡 医 院 24-2024 

正山自治センター 9: 30~10: 20 

山槌集会所 10: 40~11: 30 

田渡クリニック 25-321ワ
9 （日）

きどおか医院 52-3003 

岩谷自治センター 9:30~11:00 般 16（日）末光眠科医院 24-1500 

影地集会所 9: 30~10: 20 23（日）平 田 医 院 24-1200 

大谷自治センター 10: 40~11 : 30 30（日）いんなみ眼科神経内科 24-0700 
白石集会所 9: 30~10: 20 

月・失 市立大洲病院 24-2151 
森集会所 10: 40~11 : 30 

郷 集 会 所 9: 30~10: 20 
救

水 加 戸 病 院 24-5101 

予子林自治センター 10: 40~11: 30 急
木 大洲記念病院 25-2022 

中津集会所 10: 00~13: 00 金～日 大洲11 中央病院 24-4551 

中津集会所 13: 00~13: 30 ＊一般の当直医は変更になる場合がありますので

あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表

6 （木） 第32[Q]ソフトボー）レリーグ戦開暮式

9 （日）道路愛護デー

16（日）少年キックベースボー）レ大会

16（日）親子グラウンドゴルフ大会

19（水）自治会長会

19（水）定例農業委員会

28⑤町税等出張受入れ

社会保険一日出張相談所

大洲'|商工会議所

5月11日（失）・ 25日（失）

内子町商工会

5月12日（水）・ 26日（水）

Iペットボトル・白色トレイI
＊当日の朝 7時までに

指定の場所へ

右岸地区 5月 8日（土）

左岸地区 5月10日（月）

行政相談

【日時】 5月6日（木）

午後1時30分～4時30分
【場所】肱川町公民館青年室

【相談昌】角田和三

心配ごと相談

【日 8寺］ 5月6日（木）

午後1時30分～4時30分
【場所】肱川町公民館青年室

【相談昌】玉井 清・山本百千恵

2/23 
3/6 
3/12 
3/16 

慶弔

おすこやかに
はや と

山内 隼斗ちゃん（上鹿野川）

金野 賣ちゃん（柳）
みろく

和田大航ちゃん（町）

沖田紐届ちゃん（協生）

やすらかに

久保偉ーさん (86歳・広 常）

森 ミナ子さん (76歳・下敷水）

和氣一郎さん (82歳・上敦水）

藤田吉時さん (86歳•藤野原）
梶原マッコさん (85歳・かわかみ荘）
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おおの あんじ

大野 安慈ちゃん

（中野）

平成13年6月21日生

はじめまして ！
僕は 、電車がとっても大好

きだぁー！！
最近は 、歌をうたう事も上

手になってお母さんと毎日 う
たってるんだ。

こんな僕だけど、みんな1中
良くしてね。

父 拓也さん・ 母恵さん

•... e.. .., ..... 
・・・・・・・ -----・・ ••• ......_........, ;... Ii).. • ．．．． ．． ． ・・・・・・ ． ． ．．．． 
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県最優秀賞を受賞した

「のみこみ とっつあ」の読書感想画

木と賞状を手にする藤原希美ち ゃん

受賞を喜ぶ正山小学校の皆さん

＊
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

正
山
小
学
校
が
学
校
賞
を
受
賞

＊
読
書
感
想
画
愛
媛
県
コ
ン
ク
ー
ル

藤
原
希
美
ち
ゃ
ん
が
畢
優
秀
賞
を
受
賞

読
書
感
想
画
の
愛
媛
県
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
審
査
の
結

果
、
「
の
み
こ
み
と
つ
つ
あ
」
と
い
う
本
の
感
想
画
を
描
い

た
正
山
小
学
校
1
年
生
の
藤
原
希
美
ち
ゃ
ん

（道
野
尾
）
が

「
低
学
年
自
由
図
書
の
部
」
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

希
美
ち
ゃ
ん
は
「
人
の
服
の
色
を
何
色
に
し
よ
う
か
と
迷
い

ま
し
た
。

一
番
う
ま
く
描
け
た
と
思
う
の
は
、
鬼
の
体
の
お
な

か
が
満
腹
み
た
い
に
大
き
く
描
け
た
と
こ
ろ
で
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
正
山
小
学
校
は
1
月
30
日
、
日
本
郵
政
公
社
主
催
の

「第
36
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
学
校
賞
を
受
賞
し
、
副

賞
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
6
偕
が
賭
ら
れ
ま
し
た
。

営
へ
状

％
は
寸

ふ
れ

、りふへ

あ
な
た
？
作
品
ば
矛

tュ
回

主
邑
驚
容
苓
n
．矛ル

に
お
¥
頭
古
6

底
沿
収？・

し
た
？
表
彰
ぶ

，c
す・

令
3

年
―i"―-
A
9

i

各
裕
器
喝

f介

与

n
苅
肌

和

◎肱川町ホームページアドレス ：http://www.town.hijikawa.ehime.jp
◎ // (iモード対応） ：http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 2004.4 I 20 
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